
四
月
一
〇
日
、
派
遣
会

社
の
事
業
者
団
体
で
あ
る
日

本
人
材
派
遣
協
会
（
尾
野
博

会
長
）
と
派
遣
労
働
者
の
権

利
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
労

供
労
組
協
な
ど
と
の
間
で
、

賃
金
低
下
の
防
止
な
ど
を
テ
ー

マ
に
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
理
事
長
：
中
野
麻
美
）
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ユ
ニ
オ
ン
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局

長
：
高
井
晃
）
、
労
供
労
組

協
（
議
長
：
伊
藤
彰
信
）
の

連
名
で
要
請
書
を
提
出
し
、

派
遣
労
働
者
の
置
か
れ
て
い

る
厳
し
い
実
態
を
報
告
、
業

界
全
体
と
し
て
の
改
善
を
求

め
ま
し
た
。
協
会
も
、
と
も

に
権
利
向
上
に
取
り
組
む
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
一
九
九
一
年
以
降
毎

年
「
派
遣
ト
ラ
ブ
ル
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、
派
遣

労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
が
、
近
年
、
時

給
の
ダ
ウ
ン
、
契
約
期
間
の

短
期
化
に
よ
る
雇
用
の
不
安

定
化
が
目
立
っ
て
い
る
。

交
渉
で
は
「
入
札
や
競
合

時
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ

て
、
派
遣
労
働
者
の
賃
金
等

労
働
条
件
に
不
利
益
が
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
」
「
労
働

者
派
遣
契
約
や
雇
用
契
約
の

期
間
を
短
く
設
定
し
て
反
復

更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
派
遣

労
働
者
の
雇
用
を
不
安
定
に

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

合
理
的
な
理
由
の
な
い
雇
用

契
約
期
間
を
設
定
し
な
い
こ

と
」
、
通
勤
費
非
課
税
の
実

現
へ
の
協
力
、
偽
装
請
負
な

ど
違
法
派
遣
禁
止
の
徹
底
、

育
児
・
介
護
休
業
の
権
利
保

障
、
「
事
前
面
接
」
「
年
齢

制
限
」
の
廃
止
な
ど
に
つ
い

て
要
請
し
ま
し
た
。

日
本
人
材
派
遣
協
会
は
、

通
勤
費
の
非
課
税
に
つ
い
て

さ
る
三
月
四
日
、
午
後
四

時
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
根
岸

五
階
会
議
室
に
て
労
供
労
組

協
第
一
九
回
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
一
八
組
合
、
二
四

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
伊
藤
議
長

（
全
港
湾
）
が
「
一
九
九
九

年
の
職
安
法
派
遣
法
改
正
で

可
能
に
な
っ
た
労
供
・
派
遣

を
活
用
し
、
労
働
者
の
事
業

体
を
発
展
さ
せ
よ
う
。
そ
れ

は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
議
論
さ
れ
て

い
る
契
約
労
働
、
協
同
労
働

な
ど
雇
用
労
働
以
外
の
新
し

い
働
き
方
の
試
み
で
も
あ
る
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
山
南
人
事
務

局
長
が
二
〇
〇
一
年
度
経
過

と
二
〇
〇
二
年
度
方
針
案
、

決
算
及
び
予
算
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
今
期
は
労
供
労
組

協
も
参
加
し
て
い
る
厚
生
労

働
省
の
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ

ト
」
で
供
給
先
・
派
遣
先
の

仕
事
情
報
も
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
労
供
労
組
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
仕
事
情
報
を
掲

載
し
て
い
く
た
め
の
予
算
化

も
行
い
ま
し
た
。
仕
事
情
報

ネ
ッ
ト
運
営
協
議
会
に
は
横

山
事
務
局
長
が
運
営
委
員
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

昨
年
は
厚
生
労
働
省
へ
の

要
請
を
二
回
行
い
ま
し
た
が
、

今
期
は
派
遣
関
係
に
つ
い
て

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

介
護
関
係
に
つ
い
て
介
護･

福
祉
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
厚
生
労
働
省

や
日
本
人
材
派
遣
協
会
へ
の

要
請
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。企
業

組

合

を

み

ん

な

で

応

援

し

よ

う

討
論
で
は
、
「
派
遣
労
働

者
で
も
日
雇
雇
用
保
険
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」

「
企
業
組
合
ケ
ア
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
介
護
労
働
者
に
日
本

で
一
番
高
い
賃
金
を
払
っ
て

い
る
が
順
調
に
事
業
を
拡
大

し
て
い
る
」
「
企
業
組
合
を

つ
く
っ
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
を

開
業
す
る
」
「
労
供
労
組
協

で
つ
く
っ
た
企
業
組
合
ス
タ
ッ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
全
体
で
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
」
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
経
過
と
二
〇
〇

二
年
度
活
動
方
針
、
予
算
・

決
算
を
確
認
し
、
新
年
度
の
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通
勤
交
通
費
の
非
課
税
に

派
遣
協
会
が
協
力
を
約
束

新
た
な

分
野

で
奮
闘

す
る

労

供
事

業
を
成

功
さ

せ
よ
う

労
供
労
組
協
第
一
九
回
定
期
総
会
開
か
れ
る

は
協
力
し
て
実
現
し
た
い
こ

と
、
違
法
派
遣
等
に
つ
い
て

は
な
く
し
て
い
き
た
い
の
で

具
体
的
な
実
例
を
報
告
し
て

ほ
し
い
こ
と
、
派
遣
先
の
責

任
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
日
経
連
、
日
本
人
材
派

遣
協
会
、
労
働
側
と
の
三
者

に
よ
る
話
し
合
い
の
場
を
設

け
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
な

ど
と
回
答
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
お
互
い
に
協
力
し

て
、
派
遣
労
働
者
の
権
利
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

な
お
、
厚
生
労
働
省
へ
の

ヘ
ル
パ
ー
及
び
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
待
遇
改
善
等
に
つ

い
て
は
、
介
護
・
福
祉
ユ
ニ

オ
ン
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
と
連
名

で
四
月
一
九
日
に
行
い
ま
し

た
。



労
働
者
派
遣
法
の
見
直
し

に
向
け
て
、
民
間
労
働
力
需

給
制
度
部
会
で
は
「
労
働
力

需
給
制
度
の
在
り
方
の
検
討

に
向
け
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
と

い
う
こ
と
で
関
係
者
に
対
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
三
月
か
ら

四
月
に
か
け
て
行
い
ま
し
た

三
月
二
八
日
の
第
一
九
回

民
間
労
働
力
需
給
制
度
部
会

で
は
労
働
者
供
給
事
業
者
等

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
労
働
者
供
給
事

業
を
行
う
労
働
組
合
と
し
て

日
。
本
自
動
車
運
転
士
労
働

組
合
（
以
下
、
自
運
労
）
委

員
長
の
内
尾
さ
ん
、
労
供
労

組
協
か
ら
事
務
局
長
の
横
山

さ
ん
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

ま
し
た
。

労
供
に
事
業
主
制
を

内
尾
さ
ん
は
、
自
運
労
の

事
業
概
要
と
し
て
、
事
業
内

容
、
供
給
体
制
、
事
業
開
始

の
趣
旨
、
供
給
実
績
、
事
業

運
営
上
の
課
題
、
供
給
先
の

確
保
に
つ
い
て
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
制
度

見
直
し
に
関
す
る
要
望
と
し

て
、
健
全
な
事
業
運
営
を
図

る
と
い
う
観
点
か
ら
労
供
事

業
の
許
可
に
つ
い
て
慎
重
に

取
扱
っ
て
欲
し
い
こ
と
、
派

遣
事
業
と
の
関
係
か
ら
事
業

主
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
欲

し
い
こ
と
、
そ
し
て
職
安
と

の
関
係
に
つ
い
て
そ
の
連
携

を
ど
う
深
め
て
い
く
の
か
具

体
的
な
方
策
を
考
え
て
欲
し

い
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

労

供

事

業

法

の

制

定

を

横
山
事
務
局
長
は
、
労
供

労
組
協
の
概
要
、
そ
し
て
最

近
の
取
組
み
と
し
て
「
労
供
・

派
遣
事
業
の
手
引
き
」
を
参

考
資
料
に
設
立
当
初
か
ら
事

業
主
性
を
要
求
し
て
い
る
こ

と
、
一
九
九
九
年
の
職
安
法

改
正
で
労
供
組
合
が
派
遣
事

業
体
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
供
給
・
派
遣
の
取

組
み
と
し
て
企
業
組
合
ス
タ
ッ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
企
業
組
合

ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
し

た
こ
と
な
ど
話
し
ま
し
た
。

私

た

ち

の

要

望

問
題
点
と
し
て
、
昨
年
の

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
事
項

か
ら
①
労
働
者
供
給
事
業
法

の
制
定
に
つ
い
て
、
②
労
働

者
派
遣
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
、
③
偽
装
請
負
に
つ
い
て
、

④
社
会
・
労
働
保
険
の
適
用

に
つ
い
て
、
の
四
点
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

第

一

二

回

し

ご

と

情

報

ネ

ッ

ト

運

営

協

議

会
開

か
れ

る

去
る
五
月
二
四
日
、
午
前

一
〇
時
よ
り
、
虎
ノ
門
パ
ス

ト
ラ
ル
に
て
第
一
二
回
し
ご

と
情
報
ネ
ッ
ト
運
営
協
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
後
、
し
ご
と
情
報
ネ
ッ

ト
で
供
給
先
、
派
遣
先
の
仕

事
情
報
を
掲
載
し
て
い
こ
う

と
の
こ
と
で
、
労
供
側
委
員

と
し
て
労
供
労
組
協
の
横
山

南
人
事
務
局
長
が
、
派
遣
側

委
員
と
し
て
日
本
人
材
派
遣

協
会
の
佐
藤
伸
也
専
務
理
事

が
出
席
し
ま
し
た
。

委
員
長
は
法
政
大
学
社
会

学
部
教
授
諏
訪
康
雄
さ
ん
、

そ
の
他
の
委
員
と
し
て
、
日

経
連
、
全
国
民
営
職
業
紹
介

事
業
協
会
、
日
本
商
工
会
議

所
、
（
株
）
学
生
援
護
会
な

ど
か
ら
出
て
い
ま
す
。

主
な
議
題
は
「
最
近
の
し

ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
の
認
定
、

運
営
情
況
に
つ
い
て
」
、

「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
利
用

者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ

い
て
」
、
「
労
働
者
派
遣
事

業
、
労
働
者
供
給
事
業
の
派

遣
先
、
供
給
先
情
報
の
提
供

に
つ
い
て
」
で
し
た
。

五
月
二
三
日
時
点
の
参
加

機
関
は
「
一
般
参
加
機
関
」

が
二
、
〇
三
五
件
、
「
特
定

参
加
機
関
」
が
二
八
二
件
、

「
参
考
情
報
提
供
機
関
」
が

一
、
一
七
七
件
の
、
合
計
三
、

四
九
四
件
で
す
。
「
参
考
情

報
提
供
機
関
」
の
内
訳
は

「
労
働
者
派
遣
事
業
者
」
が

一
、
一
五
七
件
、
「
労
供
事

業
者
、
そ
の
他
」
が
二
〇
件

で
す
。
ア
ク
セ
ス
数
は
一
日
平
均

パ
ソ
コ
ン
か
ら
が
三
九
万
六

千
件
で
累
計
一
、
一
八
八
万

二
千
件
、
携
帯
電
話
か
ら
は

二
五
万
四
千
件
で
累
計
七
六

三
万
四
千
件
で
す
。
携
帯
版

は
今
年
の
三
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
求
人
情
報
の
掲
載

件
数
は
約
四
七
万
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。

情

報

提

供

は

ま

だ

先

供
給
先
、
派
遣
先
情
報
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
そ
の
情

報
の
信
頼
性
に
問
題
は
な
い

か
、
供
給
先
・
派
遣
先
の
了

解
は
ど
う
す
る
か
な
ど
、
む

し
ろ
掲
載
に
つ
い
て
否
定
的

な
意
見
が
多
く
、
実
際
に
供

給
先
、
派
遣
先
の
仕
事
情
報

が
掲
載
さ
れ
る
の
は
ま
だ
ま

だ
先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。

七

・

六

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

こ
こ
を
変
え
よ
う
介
護
保
険

ー
一
都
三
県
ヘ
ル
パ
ー
の
声

今
期
か
ら
介
護
の
問
題
に

つ
い
て
の
運
動
を
介
護
・
福

祉
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

四
月
に
は
厚
生
労
働
省
へ

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
七

月
六
日
に
は
介
護
保
険
を
め

ぐ
る
左
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
労
供
労
組

協
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
日
時
：
七
月
六
日
（
土
）
、

午
後
二
時
～
五
時

★
会
場
：
Ｊ
Ｉ
Ｌ
ホ
ー
ル

交
通
：
新
宿
西
口
徒
歩
五
分
、

新
宿
モ
ノ
リ
ス
ビ
ル
二
五
階

★
資
料
代
：
五
〇
〇
円

★
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
中

野
麻
美
（
弁
護
士
、
派
遣
労

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

★
パ
ネ
ラ
ー
：
鴨
桃
代
（
介

護･

福
祉
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
、
千
葉
な
の
は

な
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
）
／
近

藤
け
い
子
（
千
葉
県
介
護
福

祉
士
会
副
会
長
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
／
天
野
マ
キ
（
東

洋
大
学
教
授
、
介
護
保
険
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
・
文
京
）

★
主
催
：
介
護
・
福
祉
ユ
ニ

オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

★
協
賛
：
労
供
労
組
供
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民

間

労

働

力

需

給

制

度

部

会

ヒ

ア

リ

ン

グ

役
員
を
選
出
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
新
た
に
選
出
さ
れ
た
二
〇

〇
二
年
度
の
役
員
は
左
記
の

通
り
で
す
。

【
二
〇
〇
二
年
度
役
員
】

議

長

伊
藤

彰
信

(

全
港
湾
・
再
）

副
議
長

安
並

克
麿

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

林

丘

（
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
再
）

事
務
局
長

横
山

南
人

（
電
算
労
・
再
）

事
務
局
次
長

堀
根

秀
人

（
東
京
出
版
・
再
）

同

中
村

雅
信

（
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
連
合
・
再
）

同

竹
谷

弘
樹

（
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

太
田

武
ニ

（
新
運
転
・
新
）

同

関
根
秀
一
郎

（
東
京
ユ
ニ
オ
ン
・
再
）

同

吉
原

英
文

（
電
算
労
・
再
）

会
計
監
査

緒
方

承
武

（
映
演
共
闘
・
再
）

(２)


